
毎週末、おばあさまと一緒に食事をする男の子がいます。

ハッピーセット®を食べ終わると、男の子は黙々とノートにお絵描き。

おばあさまはその様子をあたたかく見守っています。

ある日、「いつもお店に来てくれてありがとう」と男の子に声をかけると、

その子は恥ずかしがって下を向いてしまいました。

また次の週末もお店に来てくれたので、

まずはあいさつから少しずつ会話を増やしていき、

毎週距離を縮める工夫をしてみました。

すると、半年経つ頃には男の子から話しかけてくれたり、

完成した絵を見せてくれるようになったんです。

コミュニケーション一つひとつが

お客様と心を通わせることにつながるとあらためて感じました。

気持ちは伝わる

土曜日のお昼時で、店内は賑わっていました。

私は注文を済ませ、テイクアウトする商品をレジの前で待っていると、

店員さんが「ご用意でき次第お持ちしますので、席で座ってお待ちください。

レシートに記載の番号を教えていただけますか？」

と声をかけてくれました。

とてもありがたかったのですが

「他にも待っている人がいたのに、どうして私にだけ？」と不思議に思いました。

その後、別の店員さんが商品を持ってきてくれたので、

きちんとお礼も言えぬまま店舗を出ました。

家に帰ってからカバンを机の上に置くと、

私は自分のカバンに「マタニティマーク」を付けていたことを思い出しました。

店員さんはきっと、私が妊娠していることに気づき、

配慮してくださったのでしょう。

本当に忙しいなか、

こんな細かなところにまで目を配っていただいていることに感激しました。

生まれてくる子供も、店員さんのような思いやりのある人に育ってほしいです。

安心して過ごせる場所安心して過ごせる場所どうして私にだけ？

お客様やクルーから寄せられた実話をもとにしたショートストーリー。

Feel-Good Story
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私は耳が不自由なため注文をする際にうまく伝わらず

後ろに列ができてしまうことがよくあります。

先日、近所のマクドナルドを利用したときも注文に時間がかかってしまい、

後ろに並んでいる人たちに迷惑をかけてしまうと焦っていました。

すると、ベストを着た女性の店員さんが私の状況に気づき、

隣のレジに誘導してくれました。

そして、「ゆっくりで大丈夫ですよ」と紙に書いてくれ、

筆談で注文を取ってくれたんです。

私が客席で食事をしているときも、

その店員さんと筆談でお話しでき、

とても楽しい時間を過ごすことができました。

お店を出る際、手話で「ありがとうございました」と伝えてくれたことも

とてもうれしかったです。

私のように耳の不自由な人がいつでも安心して過ごせる

こんなお店が増えたら良いなと思います。

これからもずっと利用させていただきます。

筆談に花が咲く

お客様やクルーから寄せられた実話をもとにしたショートストーリー。

Feel-Good Story

昔から自信が持てなくて、

「自分は役に立たないし、いらない」

と思っていました。

そんなときに、マクドナルドで働き始めました。

店舗の皆さんは、笑顔でテキパキ仕事をしており、

「やっぱり自分には難しいかも」と不安になりました。

でも、私が落ちていたゴミを拾ったり、少なくなった資材を補充したり、

本当に些細なことをするだけで、周りの先輩からは、

「ありがとう」「助かる」「さすがだね」と褒めてもらえます。

毎日褒められると、少しずつ自己肯定感が上がり、

以前よりも考え方が前向きになったように思います。

ちょっと大袈裟かもしれませんが、

マクドナルドは、私の人生を変えてくれた大切な場所なんです。

前向きになれた場所
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